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1. 緒 論

脊 椎動 物 ノ膵臟 ノ發生 ニ關 シテハ古 來 多 ク ノ學

者 ニ ヨ リテ注 目セ ラ レGoppert, Stohr, Kupper,

Flix, Stoss, Hamburger, Brachet, Jankelowitz,

Choronshitzky, Walssow,敷 波,村 山 ヲ初 メ トシ

先 賢 ノ業 績枚 擧 ニ邉 ナ ク,其 ノ説 ク所 ハ脊 椎動 物

ノ膵臟 原 基 トシテ無對 ノ背 側原基 ト有 對 ノ腹 側原

基 ヲ認 ムル ニ歸 スル ガ如 シ.然 レ ドモ脊椎 動物 中

ニ於 テモ爬蟲 類 ノ夫 レニ關 シ テハ業績稍 々少 ク先

賢 ノ意見 モ又區 々 トシテ歸 スル所 ヲ知 ヲザル ノ感

ア リ.即 チ爬 蟲類 ニ於 ケル研 究ハRathke (1839)

ガColubernatrixニ 就 キ テ肝 ノ尾背 方 ニ於 テ牛

腸 ヨ リ發 生 スル背 側 原基 ア認 メ タル ヲ以 テ嚆 矢 ト

シ,次 イ デHoffmann亦Eidechseニ 於 テ背 側原

基 ヲ述 ベ,Saint-Remy (1893)ハColuber及 ビ

Viperニ 於 テ背 側原基 ノ外 ニ腹 側原基2箇 ヲ證 明

ン,Brachet (1896)ハLacertaニ 就 キ テ1箇 ノ

背 側原 基 ノ外 ニ總 輸膽 管 ノ開 口部 ノ兩 側 ヨリ膨 出

スル2箇 ノ腹 側原基 ヲ認 メ.而 モ其 ノ左 側 ニ位 ス

ル原 基 ハ其 ノ後 ノ發 育 ト共 ニ漸 次 消失 シテ右 側 ニ

位 ス ル原 基 ノ ミ發 育 ヲ續 ケ遂 ニ背 側原基 ト融 合

ス ル ニ至 ル ト唱 ヘ タ リ.Orru (1899)ハ 然 ル ニ

Gongylusニ 就 キテ檢 索 シ,同 樣3原 基 ヲ認 メタ

ルモ左 側 ノ腹 側原基 ノ退 化 消失 ヲ認 メズ,漸 次 右

方 ニ轉 位 シ テ 右 側 ノ腹 側 原基 ト融 合 ス ト述 ベ タ

リ.又Volker (1902)ハLacertaニ 就 キ腹 側原 基

ノ存 在 ヲ否定 シ,先 人 ノ腹側 原基 ト認 メタル ハ晩

發 セル肝 管 ニ過 ギ ザル モ ノ ト言 ヘ リ.Tecqmanne

(1902)ハVolkerニ 反 シテBrachetノ 説 ニ賛 シ

タ リ.Weber (1903-1918)及 ビSiwe (1926),

大橋(1937)又3原 基 説 ヲ支持 ス.而 シテ大橋 ハ

龜 膵 腹 側原基 ノ發 生部 位 ニ關 シテ將 來總 輸 膽管 頸

部 側壁 ノ形成 ニ參 與 スル部 域 内 ニ發生 ス ト述 ベ タ

リ.斯 ク ノ如 ク爬 蟲類 ニ於 ケル膵臟 原基 ノ發生 機

轉 ニ關 シテハ 尚 ホ幾 多 ノ疑 點存 スル ガ故 ニ余 ハ敷

波教 授 指導 ノ下 ニ邦 産 石 龜 ニ就 キテ其 ノ膵臟 發 生

機轉 ヲ檢 索 シ,些 カ所 見 ヲ得 タル ガ故 ニ記 シテ諸

彦 ノ御批 判 ト御 指 導 ヲ仰 ガ ン トス.

2. 研 究 材 料 竝 ニ 研 究 方 法

當 胎 生學 研究 室所 有(先 輩 倉智氏 蒐集)ノ 邦産 石

龜 胎兒既 製標 本 中 ヨ リ余 ガ研究 ニ必要 ナ ル發育 階

梯 ヲ選 ビテ檢 索 ニ資 シ,尚 ホ足 ラザル ハ倉 智,田

中 兩氏 蒐集 ヽ材 料 中 ヨ リ切片 ヲ追 加製 作 セ リ.固

定 ハZenker氏 液 又ハ 「アル コ ール・フオル マ リ」

ヲ以 テシ,何 レモ 「バラ フイ ン」ニ包埋 シテ10μ

ノ連 續 切片 ニ製 作 シ,染 色 ハ倉 智氏 製作 ノモ ノハ

Borax-KarminノStuckfarbungヲ 行 ヒ,余 ノ作

製 セル ハEosin-Hamatoxylin染 色 ヲ施 シタ リ.

以 上 ノ切片 ヲ檢 鏡 シ必要 ナ ル 部分 ヲ平蝋 板 ニ寫

シ,Born-Peter氏 法 ニヨ リテ累積 シ,象 形複 成模

型 ヲ作 リテ顯 徴鏡 所見 ト對 化觀 察 セ リ.

3. 各階梯ニ於ケル膵臟原基ノ觀察

第1階 梯 (Nr. 75.長 徑4.5mm.原 筋23)

胎兒體 部 ハ直 線 状 ヲナ スモ,少 シ ク膨 隆 セル頭部

ハ項部 ニ於 テ前方 ニ屈 シ,體 ノ尾方 ハ 簿 キ羊膜 ニ

テ被 ハ ル.視 器 ハ既 ニ水晶體 曩 ヲ發生 ス.聽 器 ハ

聽 胞 ヲ形 成 ス レ ドモ外 胚葉 トノ連絡 明 ニ シテ外 ニ

向 ツテ小 孔 ヲ開 ク,心 臟 ハ既 ニ3室 ニ分 レ中 ニ少

許ノ 血球 ヲ藏 ス.腮 腸 ノ尾部 ニ所 謂Heissノ 呼

吸器 母 地 ヲ僅 ニ認 ム,胃 腸 ノ區別 未 ダ全 ク不 明 ニ

シテ前腸 ハ正 中 面 ヲ眞直 ニ走 ル.前 腸 ノ終 ル所 即

チ 卵黄膜 ニ開 ク部 ニ於 テ其 ノ腹 側 ニ細 胞群 生 シテ

底 ヲ上方 ニ 口 ヲ尾方 ニ向 ケタル嚢 状 ノ膨 隆 ヲ現 ハ

ス.コ レ即 チ肝 窩ニ シテ肝 臟 ノ基 礎 ナ リ.肝 窩 ノ

背 尾方 ニ於 テ,細 胞 ノ高 サ ヲ増 シテ圓〓形 トナ リ

其 ノ原 形質稍 々暗色 ヲ呈 シ腸 上皮 細胞 ニ近似 セル

卵黄 膜 ノ一部 背方 ニ向 ツテ嚢 状 ニ膨 出 シ,此 膨 出

セ ル部 ノ兩 側 ニ於 テ細 胞 一層 丈 高 クシ テ其 ノ構 造

他 ト異 ル モ ノア リ.コ レ背 側膵 臟 原基 ナ リ(Fig.

1. A.).
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Fig. 1.

Fig. 2.

Fig. 3.

カ カル膨 出ハ230μ ノ間 ニ著 シク,

之 ヲ模型 ニ就 キテ見 ルニ(Fig .1. B.)

全 體 トシ テ嚢 状 ヲ呈 シ,前 腸 末端 ヨ

リ僅 ニ右 側 ニ編 シテ位置 ス.此 時期

ニ於 テ腹 側膵 臟 原基 ハ未 ダ發 見 スル

ニ至 ラズ.

第2階 梯 (Nr. 74.長 徑4.5mm.

原 節25)胎 兒體 形 殆 ン ド前 階 梯 ニ

等 シ ク,視 器 モ聽 器 モ前 階梯 ト大 差

ナ シ.Heiss氏 呼 吸器 母地 一層著 明

トナル モ 胃形成 未 ダ不 明 ナ リ.肝 窩

亦 タ前 階梯 ト略 ボ同一形 ヲ現 ハ ス.

背 側膵臟 原 基 ハ未 ダ嚢状 ヲ呈 ス レ ド

モ其 ノ頭 尾兩端 ニ於 テ卵黄 膜 トノ間

ニ少 シ ク縊 レヲ生 ジ,漸 次 卵 黄膜 ヨ

リ離 レテ獨 立 ノ器 關 タ ラ ン トスル 傾

向 ヲ現 ハ ス.(Fig. 2. A.)腹 側膵臟

原基 ハ 右 側 ニ於 テ ノ ミ其 ノ初 兆 ヲ現

ハ シ,肝 窩 ノ背 右方 ニ於 テ將 來腸壁

タル ベキ 卵黄膜 ノ一 部背 右 方 ニ蕾状

ニ膨 出 シ,其 ノ部 ニ於 テ細 胞 一層 高

位 ヲ持 ス.然 レ ドモ左 側 ニ於 テハ之

ヲ認 ムル コ ト能 ハ ズ(Fig. 2. B.).

第3階 梯 (Nr. 7.長 徑7.5mm.

原 節28)胎 兒體 形ハ前 階 梯 ニ近似

シ,體 ノ尾方 ハ薄 キ羊 膜 ニテ被 ハル.

視器 ハ續 發 性眼胞 ヲ形 成 シ聽 器 ハ尚

ホ聽 柄 ヲ存 スル モ聽 神經 及 ビ内淋 巴

管 ノ初兆 ヲ示 ス.Heiss氏 呼 吸母 地

ハ發 育 シテ左 右2本 ノ短 管 ヲ生ズ.

胃原基 著 明 トナ リ,正 中線 ヨリ少 シ

ク左方 ニ轉 位 ス.肝 臟 ハ著 シ ク發 育

シ原始 細胞 柱 ヲ形 成 シ,内 ニ血球 ヲ

包 藏 シ,1本 ノ肝 管 ト膽嚢 ノ初兆 ヲ

現 ハ ス.背 側 膵臟 原基 ハ上 下 ニ延長

セル稍 々長 キ盲管 トナ リ,短 管 ニ依

リテ小 腸 首部 ト連絡 シ,右 腹 側膵臟
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原 基 モ亦將 來 總輸 膽 管 タル ベ キ母 地 ノ少 シク尾方

ニ於 テ尾 背方 ニ向 ツ テ稍 々著 明 ニ膨 隆 ス レ ドモ左

側 ニ於 テハ カカル事 實 ヲ認 メ得 ズ(Fig. 3. A, B.).

第4階 梯 (Nr. 118.長 徑7.5mm.原 節31)

胎兒 體 形略 ボ前 階 梯 ニ類 シ,直 線 状 ノ體 部 ト稍 々

膨 隆 シテ項 彎 曲 ヲ示 セル頭 部 トヨ リ成ル.視 器 聽

器 ノ發 育前 階梯 ト大 差 ナ シ.胃 原 基 ハ益 々發 育 シ

テ一層 左方 ニ偏 在 ス.肝 臟 ノ發育 一層 著 明 トナ リ,

膽 嚢 原基 亦益 々明瞭 トナ ル.背 部膵 臟原 基 ハ既ニ數

箇 ノ短 キ管 状分岐 ヲ突 出 シ門脈 ノ左 側 ニ圍 ミ之 ヲ

模 型 ニ就 キ テ見 レバ其 ノ表面 瘤状 トナル(Fig. 4.).

右 腹 側膵 臟 原基 ハ其 ノ突 出益 々延 長 シテ門脈 ノ右

側 ヲ進 ミテ背 尾方 ニ向 ヒ其 ノ末端 ハ 膨隆 シテ背側

原基 ニ近付 カ ン トス(Fig. 4.).

Fig. 4.

第5階 梯 (Nr. 20.項 臀徑7.0mm.總 神經

節 數21)胎 兒 ハ項背 彎 曲著 シク爲 メニ頭 部 ハ體

部 ニ直角 ニ交 ハ リ全體 トシテ鎌 状 ヲ呈 ス.中 腦 ハ

僅 ニ膨隆 シ,續 發性 眼胞 ハ水 晶體 ヲ抱 キテ益 々發

育 シ,聽 器 ハ 内淋 巴管 及 ビ聽 神經 著 シク大 トナル.

胃原基 ハ益 々發 育 シ テ左 側 ニ偏 位 ス.肝 臟 モ一層

發 育 シテ前階 梯 迄 ニ現 ハ レタル肝 管 ノ背 右方 ニ尚

ホ1本 ノ肝管 ヲ生 ジ,之 等2本 ノ肝 管 ノ右方 ニ膽

嚢 原 基膨 隆 ス.腸 管ハ未 ダ之等 膽嚢 原基 及 ビ肝 管

ノ直 下 ニ於 テ卵黄 膜 ニ開 ク.膵 臟 原基 ヲ模 型 ニ就

キテ觀 察 スル ニ背 側原基 ハ小腸 首 部 ニ於 テ其 ノ背

側 ニ位 シ,稍 々複 雜 ニ分岐 シテ數 箇 ノ突起 ヲ出 シ

全體 トシテ門脈 ノ左 側及背 側 ヲ圍 ミ.其 ノ最頭 部

ニ於 テ短 管 ヲ以 テ小腸 首 部 ニ連 ル.右 腹 側膵臟 原

基 ハ前 階梯 ノモ ノニ等 シ ク,門 脈 ノ右 側 ニ沿 ヒテ

背 尾方 ニ延長 シテ 其 ノ末端 膨 隆 シ背 側原 基 ニ近付

ク(Fig. 5.).

Fig. 5.

第6階 梯 (Nr. 1.項 臀 徑?總 神經 節22)

胎兒 ハ項 背彎 曲著 明 ニ シテ,體 側 ニ四肢 ノ隆 起 ヲ

現 ハ ス.頭 部 ハ 中腦 少 シ ク隆起 シ,視 器 ハ角 膜 ヲ

生 ジテ外方 ニ少 シ ク突 出 シ,水 晶體 上皮 及 ビ水晶

體 纎維 ヲ形成 ス.聽 器 ハ聽 柄 全 ク消 シ テ内淋 巴管

及 ビ聽 神 經 一層發 育 ス.肝 細 胞索 モ著 明 ニ發 育 シ,

腸管 ハ十 二指 腸 尾部 ニ於 テ 尚 ホ卵黄膜 ニ開 ク.胃

Fig. 6.
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原基 モ其 ノ大 サ ヲ増 シ,殊 ニ其 ノ前後 徑 ヲ増 大 ス.

今 模型 ニ就 キテ觀 ル ニ(Fig. 6.)十 二指 腸首部 ニ

於 テ胃原基 ノ腹右方 ニ2本 ノ肝 管 上 向 シ,其 ノ右

方 膽嚢 右方 ニ向 ツテ突 出 シ,之 等 ノ起 部 ハ腸管 膨

大 ス.背 側膵 臟 原基 ハ其 ノ頭端 ヨ リ短 管 ヲ以 テ肝

管 ノ背 尾方 ニ於 テ十 二指 陽首 部 ニ連 リ,尾 右 ニ伸

ビテ數 多 ノ腺 管 ヲ分岐 シテ複雜 ナル構 造 ヲ呈 シ上

方 ニ廣 ク擴 ガ リテ尾方 ニ狹 ク恰 モ三角 錐 ヲ倒 ニセ

ル ガ如 キ觀 ヲ呈 シ,門 脈 ノ左 側 及 ビ背 側 ヲ包 ム.

右 腹 側膵臟 原 基 ハ門脈 ノ右 側 ニ沿 ヒテ益 々尾背方

ニ延 長 シ テ 其 ノ末 端 ハ 膨隆 シ,背 側原 基 ニ近接

ス.

第7階 梯 (Nr. 31.項 臀 徑7.5mm.總 神經

節28)胎 兒 ハ項 背 彎 曲著 明 ニ現 ハ レ,全 體 トシ

テ鎌 状 ヲナ ス.體 側 ニ四肢 ノ隆 起著 明 ナ リ.頭 部

ハ 中腦 ノ膨 隆 一層 明 ナ リ.視 器 ハ水 晶體 上皮 竝 ニ

水 晶體纎 維 明瞭 ニ シテ角膜 形 成 セ ラ レテ眼 胞 外方

ニ少 シ ク隆 起 ス.聽 器 ノ發 育 モ又 著 明ナ リ.肝 組

織 モ發 育 シ,細 胞 索 明ナ リ.胃 原基 モ其 ノ前後 徑

ヲ増 大 シ,腸 管ハ 尚 ホ尾部 ニ於 テ卵黄 膜 ニ開 ク.

膽嚢原基 又益 々膨 隆 ス.今 模 型 ニ就 キ テ膵 臟 原基

ヲ觀察 スル ニ背 側原基 ハ十 二指 腸 首部 ノ背 側 ニ位

シ,極 メテ複雜 ニ分 岐セ ル腺體 ヲ形成 シ,主 トシ

テ右方 ニ擴 ガ リテ門脈 ノ左 側 及 ビ背 側 ヲ包 ミ其 ノ

Fig. 8.

最 頭 部 ヨ リ短 管 ヲ發 シテ十 二指腸 首 部膨 大部 背 面

ニ結 ビ,膽 嚢 原基 ノ背尾 方 ニ起 リテ背 尾方 ニ伸長

セ ル右腹 側原 基 ハ其 ノ尾1/2部 ハ膨 大 シテ數 箇 ノ腺

管 ニ分岐 シ,複 雜 ナル形態 ヲ現 ハ シテ其 ノ部 門脈

ノ右 側 ニ沿 ヒテ次 第 ニ背 方 ニ伸長 シ,遂 ニ一 部背

側原 基 ト融 合 ス(Fig. 7.).然 レ共 左 腹側 原基 ハ 之

ヲ認 メズ.

Fig. 7.

第8階 梯 (Nr. 43.項 臀 徑8.0mm.背 甲長

徑5.5mm)胎 兒 ハ項背 彎 曲一 層 明 トナ リ,頭 部

ト尾端 ハ次 第 ニ相接 近 シ,全 體 トシ テ球 状 ヲ呈 ス.

頭 部ハ 中腦 ノ隆 起 一層 著 明 トナ リ,頭 部 ト體 部 ト

ノ間 ニ頸 部 ノ存 在 ヲ認 ム.體 背 部 ニハ背 甲 ヲ形 成

シ,體 側 ニ隆起 スル四肢 ハ次第 ニ固有 ノ形態 ヲ現

ハ ス.視 器聽器 益 々複雜 トナ リ,腦 部 ノ組 織學 的

構造 モ完 成 ニ近 付 ク,胃 原基 ハ一 層

發育 シテ既 ニ稍 々著 明 ナル筋 層 ヲ生

ジ,粘 膜 ニハ僅 ニ皺 襞 ヲ生 ズ.茲 ニ

於 テ模 型 ニ就 キテ見 ル ニ此際 ニ於 ケ

ル 胃原基 膨 隆部 ハ稍 々尾方 ニ轉 位 シ

胃原 基 ノ尾 部及 ビ十 二指 腸 首 部ハ殆

ン ド水 平 ニ位 シ,膵 臟 原基 ハ十 二指

腸 ノ下 降部 ニ近 接 シテ 其 ノ背左 側 ニ

位 置 シ,腹 背 兩原基 ハ 門脈 ヲ圍 ミテ

完 全 ニ相融 合 シテ下方 ニ擴 ガ リ,三

角 錐體 形 ヲ呈 シ,其 ノ2本 ノ膵管 ノ

中背 側原 基 ヨリ發 スル モ ノハ 膵體 ノ

殆 ン ド中央部 ヨ リ發 シ,右 腹 側原基
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ヨ リ發 スルモ ノハ膵體 ノ最 尾端 ヨ リ起 リ,前 者 ハ

上方 ヨリ來 ル肝 管 ト合 シ テ膨 隆 セ ル總輸 膽管 原基

ノ十 二指 腸 首部 ヘ 開 口 スル直前 ニ於 テ總 輸膽 管原

基 ニ開 キ,後 者 ハ右方 ヨ リ來 ル肝 管 ノ總 輸膽 管原

基 ヘ ノ開 口部 ノ直下 ニ於 テ且,總 輸 謄管 ノ十 二指

腸 ヘ ノ 開 口部 直前 ニ於 テ 總輸膽 管 原基 ニ 開 口 ス

(Fig. 8.).

Fig. 9 A.

Fig. 9 B.

第9階 梯 (Nr. 99.項 臀 徑8.0mm.背 甲長徑

6.5mm)胎 兒外 形 ハ前 階梯 ノモ ノ リヨ一層發 育

シ テ殆 ン ド球 形 ニ彎 曲 シ,頸 部 明 トナ リ,頭 部 ハ

中腦 ノ隆起 著 明 ナ リ.四 肢ハ 固 有 ノ形態 ヲ呈 シテ

體 側 ニ發育 シ,尾 亦發育 シテ螺旋 状 ニ2囘 捲 ク.

視 器,聽 器 モ亦次 第 ニ完 成 ニ近付 ク.胃 原基 ハ 著

明 ナル筋 層 ヲ現 ハ シ,粘 膜 ニ於 ケル皺 襞 亦顯 著 ト

ナル.切 片 及 ビ模型 ニ就 キ

テ見 ル ニ,膵 臟 原基 ハ十 二

指 腸 ノ下 降 部 ノ左 背 側 ニ

位 シ,極 メテ複雜 ナル腺 體

ヲ形成 シ,全 體 トシテ門脈

ヲ圍 ミテ 三 角 錐體 形 ヲ ナ

シ,背 側原 基 ヨ リ發 スル膵

管 ハ總輸 膽 管 ノ十 二指 腸 ヘ

ノ開 口部 附 近 ニ於 ケ ル膨 隆

部 ニ上方 ヨリ來 ル肝 管 ト合

シテ開 キ(Fig. 9. A, B .),

腹 側 膵臟 原基 ヨ リ發 スル 膵

管 ハ總 輸 謄管 ノ十 二指 腸 ヘ

ノ開 口部附 近 ノ膨 隆部 ニ於

テ右方 ヨ リ來 ル肝 管 ノ開 口

部 ノ少 シク尾方 ニ於 テ總 輸

膽 管 ニ開 口 シテ十 二指 腸 ニ

連 ル(Fig. 9. A.及 ビFig.

10.).

第10階 梯 (Nr. 117.

項 臀徑8.0mm.背 甲長徑

6.5mm)胎 兒 外 形 ハ前階

梯 ニ比 シテ大差 無 ク,全 體

トシ テ球 形 ニ彎 曲 スル モ頸

部 明 カニ判別 シ得 且,中 腦

ノ隆起 顯 著 ナ リ.四 肢 ハ體

側 ニ發 育 シ,尾 又螺旋 状 ニ

2囘 捲 ク.視 器,聽 器 又前

階梯 ニ略 ボ等 シ.胃 原基 ニ

筋層 明 ニシテ粘 膜 ニ皺襞 ヲ
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Fig. 10. 見 ル ノ状 亦前 階梯 ニ類 似 ス.切 片

及 ビ模 型 ニ就 キ テ膵臟 原基 ノ状 ヲ

仔 細 ニ觀察 スル ニ,此 原基 ハ十 二

指 腸 下降 部 ノ背側 ニ位 シテ腺體 極

メテ複 雜 ニ現 ハ レ,全 體 トシテ門

脈 ヲ圍 ミテ三 角錐體 形 ヲ呈 シ,其

ノ膵 管ハ 背 側原基 ヨリ發 スル モ ノ

ノ ミ存 在 シテ腹 側原基 ヨリ發 スル

モ ノハ消 失 ス.而 シテ背 側原 基 ヨ

リ發 スル膵 管ハ總 輸 膽管 ノ十 二指

腸 ヘ ノ開 口部 直前 ニ於 ケル膨 隆 部

ニ他 ノ肝管 ト殆 ン ド同時 ニ開 口

シ,十 二指 腸 ト連絡 ス(Fig. 10.

A.u.B.).即 チ此階 梯 ニ於 テ特 異

ナル ハ此膵 管 ノ單一 化 ナ リ ト云 フ

可 シ.而 シ テ此膵管 ノ單一化 セ ラ

ル ル時 期 ニ關 シ テハ 各 個體 ニ於 テ

不 同 ニ シテ此 胎兒 ニ於 ケル ヨ リモ

尚 ホ一層進 化 セ ル胎兒 ニ於 テ モ未

タ膵管 ノ單一 化 セ ラ レザル モ ノア

リ.

Fig. 10 A.
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Fig. 10 B.

附記.前 述 ノ如 ク膵管 ノ單 一化 ハ 各個體 ニ ヨ リ

テ其 ノ時 期不 同ニ シテ果 シテ膵管 ハ 單一 化 セ ラル

ル モ ノナ リヤ否 ヤ ニ關 ンテ急 速 ナル 判斷 ヲ下 ス可

キ ニ非 ズ.茲 ニ於 テ余 ハ石龜 成體7匹 ニ就 キ テ其

ノ一 部ハ 膵管 ノ十 二指 腸 ヘ ノ開 口部附 近 ヲ連 續 切

片 トナ シ,他 ノ一 部 ハ此 部 ヘ色 素注 入 ヲ行 ヒテ檢

査 シ タル ニ既 ニ充分 ニ發 育 シ タル石 龜成體 ニ於 テ

ハ何 レモ單一 ノ膵管 ヲ有 スル ヲ見 タ リ.因 ツ テ膵

管 ノ單一 化 ハ確 實 ナル事 實 ナ リ ト信 ズ.

4. 總 括 竝 ニ 考 按

前 章 ニ於 テ10階 梯 ニ分 チ テ觀 察 シ タ ル所 ヲ總

括 スル ニ,第1階 梯 ノ長 徑4.5mm.原 節(23)ノ

胎 兒 ニ於 テ表 ハ レル 背 側膵臟 原基 ヲ見 ル ニ細 胞肥

厚 シテ原 形 質暗 色 ヲ呈 シ將 ニ腸 管壁 タ ラン トスル

卵黄膜 ノ一部 背方 ニ向 ツ テ 嚢 状 ニ 膨 出

シ,且,其 ノ膨 出部 ノ細 胞 周圍 ノモ ノニ

比 シテ一層 高 位 ヲ保 チ,殊 ニ膨 出部 ノ右

側壁 ニ於 テ特 ニ著 明 ナ リ.然 レ共 此 細胞

ノ肥 厚ハ主 トシ テ内方 ニ向 ヒ,從 ツ テ模

型 ニ於 テ外 方 ヘ ノ膨隆 ハ認 メ得 ズ.第2

階 梯 ノ長 徑4.0mm.原 節(25)胎 兒 ニ至

リテ此背 側膵臟 原 基 タル嚢 状 膨 出部 ハ其

ノ上 下端 ニ縊 レヲ生 ジ卵 黄膜 トノ連絡 ヲ

縮 小 シテ憩 室 形 タラ ン トスル ノ傾 向 ヲ示

シ且,此 膨 出部ハ 一 層右 背 側 ニ膨 出 スル

ノ状 ヲ呈 ス.此 時 ニ當 リテ膽 嚢 及 ビ總輸

膽 管 タル ベキ母 地 ノ少 シク尾方 ニ於 テ卵

黄膜 ノ一部 背方 ニ蕾 状 ニ膨 出 シ右 腹 側膵

臟 原基 ノ初 兆 ヲ現ハ ス.然 レドモ左 腹 側

原 基ハ認 メ得 ズ.長 徑7.5mm.原 節(28)

ノ第3階 梯 ニ入ル ニ至 リテ背 側原基 ハ 卵

黄膜 ヨリ全 ク分 離 シテ獨 立 ノ機 關 トシテ

前 腸 尾端 ヨ リ稍 々右 尾方 ニ位 セル盲 管 ヲ

形 成 シ,表 面 ニ少 シク凸 凹 ヲ現ハ シ,且

其 ノ上1/3ノ 部 ニ於 テ短 細管 ヲ腹方 ニ送 リ

テ卵黄 膜 ニ開 ク.此 時 ニ於 ケル右腹 側原

基 ハ益 々背方 ニ向 ツ テ膨 隆 ス.サ レ ド未 ダ左 腹 側

原基 ヲ認 メズ.第4階 梯 ノ長 徑7.5mm.原 節(31)

ノ胎兒 ニ於 テハ 背 側原基 ハ次 第 ニ分 岐 セ ン トスル

傾 向 ヲ現 ハ シ主 トシ テ頭 方 及 ビ右 方 ニ擴 ガ リ又 背

方 ニ向 ツテ膨大 シテ門脈 ノ左 側及 ビ背 側 ヲ巡 リ其

ノ表面 ハ 凹凸多 ク疣 状 ニ現 ハル.而 シテ此原 基 ノ

殆 ン ド中央 部 ヨ リ細 短管 ヲ發 シテ十 二指 腸 首部 ニ

連 絡 ス.右 腹側 原基 モ亦次 第 ニ發育 シテ門脈 ノ右

側 ニ沿 ヒテ尾背 方 ニ延長 シ,其 ノ末 端 ハ膨 隆 ス.

此 際 ニ於 テ モ左 腹 側原基 ノ存 在ハ之 ヲ認 ムル ヲ得

ズ.第5階 梯 ニ入 リテ項 臀徑7.0mm.總 神 經 節

(21)ノ 胎 兒 ヲ觀 ル ニ背 側 原基 ハ寧 ロ尾方 ニ發育

シ,數 多 ノ分岐 ヲ現 ハ シ,其 ノ頭 端 ニ於 テ細 短 管

ニ ヨ リテ十 二指 腸首 部 ト結 ブ.右 腹 側原基 ハ一層

尾背方 ニ伸 ビテ其 ノ末端 ハ 膨隆 ス.總 神經 節(22)
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ノ第6階 梯 ニ至 レバ背 側原 起 ハ稍 々複雜 ニ分 岐 シ

門脈 ノ左 側及 ビ背 側 ヲ圍 ミテ尾背右 方 ニ擴 ガ リ,

其 ノ頭 端 ヨ リ短 管 ヲ發 シテ十 二指 腸 首部 ニ於 テ肝

管 ノ開 口部 ノ少 シ ク尾 背方 ニ開 キ,門 脈 ノ右 側 ヲ

辿 リテ背 尾方 ニ仲 ビ其 ノ末 端膨 隆 シタル右 腹 側原

基 モ,膽 嚢 原 基 ノ膨隆 著 明 トナ リタル ガ爲 ニ其 ノ

存 在 判然 シ來 リシ總 輸 膽管 原基 ノ十 二指 腸 首部 ヘ

ノ開 口部 ノ直 下 ニ於 テ其 ノ背 側 ニ結 ブ.而 シテ此

際 ニ於 ケル右腹 側原基 末端 ノ膨 隆 ハ 一層顯 著 ニ シ

テ,主 トシテ背 方 ニ向 ツテ背 側原 基 ニ接 近.ス 總

神 經節(28)ノ 第7階 梯 ニ至 レバ右 腹 側原 基 モ分岐

シ極 メテ複 雜 ニ分 岐 セ ル背 側原 基 ト一部相 融 合 シ

テ門脈 ヲ圍 ム1箇 ノ膵體 ヲ形成 シ,背 側 原基 ヨ リ

發 スル膵 管 ハ膵體 ノ頭 端 ヨ リ出 デテ肝 管 開 口部 ノ

尾背 側 ニ於 テ十 二指腸 首部 ニ開 キ右腹 側原 基 ヨ リ

發 スル膵 管ハ 膵體 ノ殆 ン ド中央 ノ高 サ ニ發 シテ膨

大 セ ル總 輸膽 管原 基 ノ開 口部 直下 ニ於 テ十 二指 腸

首部 ノ背 壁 ニ開 口 ス.斯 クテ背 甲長徑5.5mmノ

第8階 梯 胎兒 ニ至 レバ,膵 體 ハ極 メテ複 雜 ナル構

造 ヲ呈 シ門脈 ヲ圍 ミテ 主 トシテ 尾背 右方 ニ發 育 シ

テ恰 モ三 角錐體 ノ如 キ 形 ヲ呈 シ,膵 管ハ次 第 ニ總

輸 膽 管原 基末 端 ニ於 ケル膨大 部 ニ併 呑セ ラ レ,背

膵 管 ハ頭方 ヨ リ來 ル肝 管 ヲ合 ヒタル後總 輸 膽管 原

基 ノ十 二指 腸 首部 ヘ ノ開 口部 直前 ニ於 テ其 ノ膨 大

セル總 輸膽 管 原基 末端 ニ開 キ,腹 膵管 ハ膵體 ノ尾

部 ヨ リ發 シテ,右 方 ヨ リ來 ル肝 管 ノ總輸 膽管 ヘ ノ

開 口部 ノ直下 ニ於 テ總 輸膽 管 ノ膨 大部 ノ背 尾方 ニ

開 口 ス.次 イデ背 甲長 徑6.5mmノ 第9階 梯 胎兒

ニ至 レバ十 二指 腸 下降 部 ノ少 シ ク背 左側 ニ位 スル

膵體 ハ 尚 ホ一層 複雜 ナル構 造 ヲ現 ハ シ,膵 管 肝管

總 輸膽 管十 二指 腸 ノ關 係ハ 前階 梯 ニ等 シ ク,且,

其 ノ關 係 一層 明瞭 ナル構 造 ヲ現 ハ スニ至ル.斯 ク

テ背 甲長 徑6.5mmノ 第10階 梯 胎 兒 ヲ見 ル ニ十

二指 腸 下降 部 ノ背左 側 ニ位 スル膵 臟 ハ尚 ホ 一層發

育 シテ背頭 方 ニ伸長 シ,且,門 脈 ヲ圍 ミテ輪 状 ヲ

呈 ス.此 階 梯 ニ於 テ特 異 ナルハ膵 管 ノ單 一化 ニシ

テ右腹 側原基 ヨ リ發 シ タル膵管 ハ既 ニ消失 シ テ背

側 原 某 ヨ リ發 ス ル膵 管 ノ ミ殘 存 シ,此 者 總 輸 膽 管

ノ末 端 即 チ 十 二 指 腸 ヘ ノ開 口部 直 前 ニ於 ケル 膨 大

部 ニ 開 口 シ テ 十 二 指 腸 ト連 絡 ス.

〓 ヲ要 ス ル ニ,本 邦 産 石 龜 胎 兒 ニ於 ケ ル 膵 臟 ハ

1箇 ノ背 側 原 基 ト1箇 ノ腹 側 原 基 トヨ リ成 リ,其

ノ何 レモ 卵 黄 嚢 ニ擴 ガ リ タル 中 腸 頭 部 ニ 端 ヲ發 シ,

漸 次 發 育 シ テ 兩 原 基 遂 ニ相 融 合 ス.斯 ク テ 兩 原 基

ノ 融 合 完 了 ス レバ 兩 原 基 ヨ リ發 ス ル 膵 管 ハ 漸 次 總

輸 膽 管 ニ吸 收 セ ラ レ テ總 輸 膽 管 ノ十 二 指 腸 ヘ 開 口

ス ル直 前 ニ於 ケ ル膨 大 部 ニ 肝 管 ト共 ニ併 呑 セ ラ ル

ル モ,胎 兒 ノ發 育 進 ム ニ ツ レ テ 膵 管 ハ 遂 ニ1本 ト

ナ リテ 背 側 原 基 ヨ リ發 ス ル モ ノ ノ ミ殘 存 シ テ 腹 側

原 基 ヨ リ發 ス ル モ ノ消 失 ス.

抑 モ 爬 蟲 類 ノ膵 臟 原 基 ノ數 ニ 關 シ テ ハ 既 ニ述 ベ

タ ル ガ 如 ク幾 多 ノ異 説 ア ル モ,本 動 物 ニ於 テ ハ

1箇 ノ背 側 原 基 ト1筒 ノ腹 側 原 基 ト ヨ リ成 リ,

Rathke, Hoffmann, Saint-Remy, Brachet,

Orru, Giannelli, Langresse, Volker, Tec-

qmanne, Weber, Siwe及 ビ大 橋 ノ説 ニ 反 シ テ

Phisalix, Zimmermann, Hamburgerノ 説 ニ一

致 ス.原 基 發 生 ノ時 期 ニ 關 シ テ ハ 一 般 ニ背 側 原 基

ハ 腹 側原 基 ニ 先 立 ツ モ ノ ー シ テ 本 動 物 ニ於 テ モ 同

樣 ノ事 實 ヲ認 メ タ リ.而 シ テ 背 側 原 基 ノ肝 臟 原 基

ニ對 ス ル 位置 的 關 係 ハ 動 物 ノ種 類 ニ ヨ リテ 異 リ,

或 ハ 中 腸 頭 部 ニ 於 テ 肝 原 基 ノ尾 方 ニ發 生 ス ル ア

リ,或 ハ 肝 原 基 ニ對 向 シ テ 出 ル ア リ,又 邦 人 胎 兒

ニ於 テ敷 波 教 授 竝 ニ村 山博 ヒノ述 ベ タル ガ如 ク遙

カ頭 方 前 腸 背 壁 ニ發 現 ス ル事 實 モ存 ス.本 動 物 ニ

於 テ ハ 中 腸 頭 方 部 背 壁 正 中 部 ニ發 生 シ,肝 原 基 ヨ

リ少 シ ク尾 方 ニ 出 現 ス ル ハVolker, Siwe,大 橋

等 ノ所 見 ト一 致 ス.腹 側 原 基 發 生 部 位 ニ 關 シ テ ハ

腸 上 皮 ニ 之 ヲ求 ム ル モ ノ ト,總 輸 膽 管 上 皮 ニ歸 ス

ル モ ノ トノ2説 ア リ,敷 波 教 授 竝 ニ村 山 博 士 ハ 前

者 ノ説 ヲ唱 ヘ,福 澤(1934)ハ 後 者 ノ説 ヲ 支持 ス.

又 細 屋 ハventrales DarmlumanノLeberpan-

kreasbuchtノ 壁 ナ リ ト ス ル獨 自 ノ説 ヲ ナ ス.本

動 物 ニ於 テ ハ 第2階 梯 ニ 其 ノ初 兆 ヲ認 メ タル ガ 如
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ク腸 上皮 ヨ リ發 生 スル モ ノナ リトス.而 シテ背 側

原 基 ハ初 メ中腸頭 方 部背壁 ニ於 テ背方 ヘ膨 出セ ル

1箇 ノ嚢 状 ノ縱 溝 ニ シテ,次 イデ憩 室状 トナ リ,

盲管 状 ニ變 ジ,腸 壁 トノ連絡 ハ排 泄 管 ヲ形成 スル

ハ諸 家 ノ説 ト異 ラズ.

5. 結 論

本 邦 産 石龜 胎兒 ニ於 テ ハ

1) 背 側膵臟 原 基 ハ長 徑4.5mm.原 節(23)ノ

胎 兒 ニ於 テ 卵黄上 ニ擴 ガ リタル中腸 頭部 背 側正 中

部 ニ嚢 状 ノ縱 溝 トシテ現 ハ レ,次 イデ此者憩 室 ト

ナ リ,盲 管状 トナ リテ次第 ニ發 育 ス.

2) 腹 側膵 臟原 基 ハ右 側 ニ於 テ ノ ミ之 ヲ認 メ,

長 徑4.5mm.原 節(25)ノ 胎 兒 ニ於 テ總 輸膽 管 母

地 ノ少 シ ク尾方 ニ於 テ卵黄 嚢 上 ニ擴 ガ リタル 中腸

頭部 ヨ リ蕾状 膨 出 ヲ背 方 ニ現 ハ シ,次 第 ニ右 尾背

方 ニ發育 ス.

3) 斯 クテ兩原 基 ハ次 第 ニ發育 スル ト共 ニ相接

近 シ,遂 ニ總 神經 節數(28)ノ 胎兒 ニ至 リ,兩者 相

融 合 シテ門脈 ヲ圍 ミテ輪状 ヲ呈 スル ニ至 ル.

4) 膵 管 ハ初 メ2原 基 ヨ リ發 スル2箇 ノ膵 管存

在 スル モ,背 甲長 徑6.5mmノ 胎 兒 ニ至 リテ腹 側

原基 ヨ リ發 スル膵 管 ハ消失 シテ背 側 原基 ヨ リ發 ス

ル 只1箇 ノ膵 管殘 存 スル ニ至 ル.

擱筆 スル ニ當 リ恩 師 敷波 教授 ノ御 懇 篤 ナル

御 指 導 ト御 校閲 ニ對 シテ深 甚 ナル 謝意 ヲ表 ス.
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Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutcs der Med. Fakultat Okagama

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Entwicklung der Pankreasanlage von

Clemmys japonica.

Von

Haruaki Kanatu.

Eingegangen am 14. Januar 1939.

Die Entwicklungsgeschichte des Pankreas bei den Reptilien ist seit langem Gegen-

stand eingehender Untersuchungen gewesen. Trotzdem mussen wir zugeben, dass auch

heute noch manche Fragen nicht endgultig geklart sind. Prof. J. Shikinami ubertrug mir

deshalb die Aufgabe, die Entwicklungsgeschichte des Pankreas der Reptilien zu unter-

suchen. Einerseits sollte ich untersuchen, welche von den in der Literatur verbreiteten

Angaben uber die Entwicklung des Pankreas richtig seien, anderseits sollte ich nach

Moglichkeit die Lucken ausfullen, welche unsere Kenntnis betreffs der Umbildungs-

vorgange bei der Pankreasentwicklung noch aufweist.

Als Material wurden Embryonen von Clemmys japonica benutzt. Das Material wurde

grosstenteils mit Zenker'scher. Losung fixiert und mit Boraxkarmin gefarbt.

Alles wurde in Paraffin eingebettet und in quere Serien von 10μ Dicke geschnitten.

Die Plattenrekonstruktionsmodelle warden nach der Born-Peter'schen Methode ange-

fertigt.

Fassen wir die Resultate meiner Untersuchungen kurz zusammen, so ergibt sich:

1) Wir finden bei der Clemmys japonica 2 selbstandige Pankreasanlagen, eine dor-

sale und eine ventrale.

2) Die dorsale Pankreasanlage entsteht in morphologischer Hinsicht zum ersten

Male als eine wirkliche rinnenformige Ausstulpung der dorsalen Darmrinne am Embryo

von 4.5mm Gr. Lange mit 23 Ursegmentpaaren.

3) Die ventrale Pankreasanlage wird nur an der rechten Seite gefunden, und zwar

zum ersten Male beim Embryo von 4.5mm Gr. Lange (Ursegment 25) als eine divertikel-

formige Ausstulpung der rechten primitivcn Darmwand, welche noch uber den Eidotter

verbreitet ist. Dann entwickelt sie sich allmahlich dorsokaudalwarts.

4) Diese 2 Anlagen entwickeln und verzweigen sich und endlich verschmelzen

miteinander am Embryo von 7.5mm Nacken-Steiss-Lange (Spinalganglion 28).

5) Der Ventralpankreasgang verschwindet am Embryo von 6.5mm Ruckenschild-

Lange und es bleibt nur der Dorsalpankreasgang ubrig. (Autoreferat)
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